
亡
き
前
住
職

と
同
年
の
正
信

寺
前
住
職
が
体

バ
ラ
、
シ
ョ
ウ
ブ
、
ア
ジ
サ
イ
が
咲
き
・
・

調
を
崩
さ
れ
て
お
参
り
頂
け
な
か
っ

甘
い
匂
い
に
誘
わ
れ
、
花
を
食
べ
そ
う
に
な
る

た
の
が
残
念
で
し
た
。

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

法
話
、
荒
山
淳
師
、
今
年
の
話
題

六
月
か
ら

は
、｢

昨
年
亡
く
な
っ
た
お
父
様
へ

は
早
朝
散

の
想
い｣

が
中
心
で
し
た
。
一
言
一

歩
で
す
。

言
が
心
に
沁
み
る
言
葉
で
し
た
。

仏
教
説
話
は
、
長
年
勤
め
て
み
え

る
名
古
屋
別
院
教
化
セ
ン
タ
ー
長
の

立
場
で
綴
ら
れ
書
籍
で
お
伝
え
頂
き

ま
し
た
。
購
入
さ
れ
た
方
へ
心
を
込

め
た
言
葉
を
書
さ
れ
ま
し
た
。
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令
和
元
年
「
永
代
経
法
要
」
満
員
御
礼

午
前
の
法
要
八
十
名
、
午
後
の
法
要
三
十
名
の
方
々
に
御

参
拝
、
聴
聞
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
お
盆
（
盂
蘭
盆
会
）
の
お
勤
め
」

一
．
「
初
盆
の
法
要
」

昨
年
の
お
盆
以
降
に
お
亡
く
な
り
な
ら
れ
た
方
々
の
法
要

・
ご
希
望
さ
れ
る
方
の
ご
自
宅
、
お
寺
に
て
勤
め
ま
す
。

・
期
間

①

七
月
一
日(

月
）
～
十
六
日(

火
）

②

八
月
一
日(

木
）
～
十
六
日(

金
）

二
．
「
初
盆
以
外
の
法
要
」

合
同
法
要

初
盆
の
方
も
お
越
し
頂
い
て
け
っ
こ
う
で
す
。

・
八
月
十
二
日
（
月
）
十
三
日
（
火
）
と
十
四
日(

水
）
の
左
記
の

時
間
に
浄
恩
寺
本
堂
で
勤
め
ま
す
。

・
時
間

①

午
前
九
時
三
十
分
法
要
開
始
（
受
付

九
時
開
始
）

②

午
前
十
一
時
法
要
開
始
（
受
付
十
時
三
十
分
開
始
）

③

午
後
一
時
三
十
分
法
要
開
始
（
受
付

一
時
開
始
）

備
考
．
八
月
十
一
日
（
日
）
は
、
初
盆
合
同
法
要
を
勤
め
ま
。

・
盂
蘭
盆
会
御
懇
志
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
ふ
く
ち
ゃ
ん
元
気
で
す
」

最
近
の
ふ
く
ち
ゃ
ん
は
、
チ
ワ
ワ
の
大
型
犬
と
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム

が
つ
く
ほ
ど
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
体
重
５
㎏
を
越
え
ま
し
た
。

毎
日
、
鶴
舞
公
園
で
遊
ん
で
い
ま
す
。

http://joonji.jp/



